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令和６年度 学校関係者評価報告書 

 

≪学校教育目標≫ 
幅広い教養と高い専門性を追求し、社会に開かれた学びをとおして、 

平和な未来に貢献できる心豊かな人間を育成する。 

＜重点目標（中長期的目標）＞ 

【ひとづくり(豊かな情操を育む人間形成)】 

 １ 生命の尊厳を自覚し、真理と正義を愛する知識・教養・創造性豊かな人間の育成に努力する 

【ものづくり(付加価値の創造)】 

 ２ 独創(Originality)・想像(Imagination)・工夫(Device)・努力(Effort)の精神を尊重し、工業･商業

両分野における"ものづくりの拠点校"としての役割を果たす。 

【学校づくり(充実した学びの場の構築)】 

 ３ 安心・安全な学校をめざすとともに、環境教育や総合技術高校としての専門教育の推進等による特色

ある教育システムを構築する。 

 
 
１ 評価者および評価日 
・評価者：学校評議員７名 ・評価日：令和７年３月２１日 

 
２ 評価 

項 目 評 価 の 観 点 
評価（回答者６人） 

十分 概ね十分 やや不十分 不十分 

教育目標 
 教育目標は、生徒の実態や保護者、地
域の願いを踏まえたものとなっている。 ３ ２ １  

教育課程 
本校の教育内容は、総合技術高校にふ

さわしいものになっている。 ３ ３   

キャリア 
学  習 

インターンシップやキャリア学習・現
場見学等は企業連携を含め、効果的なも
のになっている。 

３ ２ １  

課題研究発表会や資格取得等、総合技
術高校として成果をあげている。 ３ ２ １  

進路指導  生徒に適した進路を実現している。 １ ５   

生徒指導 
 生徒の服装、マナー、モラル等は、外
部から見て好ましい状況である。 ２ ４   

 
生徒の 
自主的 
活 動 

 

生徒会やクラブ活動は活発である。 
（文化祭・各種大会等） ３ ３   

 環境美化、ＩＳＯの活動は成果が上が
っている。 １ ５   

開かれた 
学校作り 

 本校の教育活動全般に渡って、保護者
・地域・企業に対して広報活動を行って
いる。 
 （学校公開・ホームページ・報道等） 

３ ３   

 学校評議員会において、課題の共有及
び活発な意見交換ができている。 ２ ４   

評議員としてこの学校評価は評価しや
すいものである。 ３ ３   

   



 

３ ご意見・ご提言 

項 目 ご 意 見・ご 提 言（回答者７名） 

教育目標 

教育課程 

・教育目標は地域や社会のニーズに適したものとなっており、それに向かった教育課程が整え

られている。 

・学校教育目標の中の重点目標にある「真理と正義を愛する～人間の育成」の「正義」につい

て、一面的な「正義」は時として戦いの原因となることもあるので、このあたりの理解を子

どもたちが深められるような教育を期待します。 

・進学実績をさらに向上させてほしい。 

・地元の中学生に人気があり、「行きたい高校」と受けとめられていると感じる。 

・日々の多忙な中、様々な角度から社会的な側面のアプローチがされているのが素晴らしい。 

キャリア 

学  習 

・地域の中で培った学修成果を学内にとどまらず、地域にも示しており、総合技術教育を担う

高校としての役割を十分に果たしている。 

・企業側に高校生への期待感があまりないと感じている。 

・課題研究発表会が充実していて、一番楽しみにしている。 

・地域の背景を踏まえ、「地域企業説明会」や「先輩の話を聞く会」等を利用し、積極的に情

報をとらえていると思う。 

・課題研究、地域協創推進室は高校生の域を超えて成果が上がっているものも見られ素晴らし

い。 

進路指導 

・きめ細やかな対応に敬意を表したい。 

・大学を含め、進学にもっと力をいれるべきだと思う。 

・個々については詳しく分からないが、進路実績等をみると全体に頑張っていると感じる。 

・自己実現と日々の暮らしを両立させる、若しくは折り合いをつけていく大人への道筋の途 

上。今はもっと欲張りになってほしい。 

生徒指導 

・きめ細やかな生徒指導が行き届いており、その中で伸び伸びと高校生らしく高校生活を送る

生徒の姿がある。 

・普段の様子を見ていて高校生らしく生活できていると感じる。 

・外部の目より、子どもたちをもっと尊重してもいいかもしれません。いつの時代も世代間の

ずれがあるのは当たり前です。 

生徒の 

自主的 

活 動 

・主体的かつ活発な活動が展開されており、地域を元気にしてくれる力を感じる。 

・野球部の活躍を期待したい。 

・生徒会やクラブ活動に対して意欲的に、楽しく真面目に取り組んでいる様子が伝わってくる。 

・生徒数が減少する中、県内でも有数の生徒数がある今を大切にしてください。 

・ＩＳＯで大切なのはCheckからのフィードバックです。  

開かれた 

学校作り 

・具体的な状況まで報告を受けており、学校評価はとてもしやすいものである。 

・地元への学校情報のより積極的な発信を期待したい。 

・多様なメディアを使って情報を発信されていることに敬意を表します。 

・学校評議員として言いっぱなしになっていないか気がかりです。 

・多くの情報が得られるため、評価のしやすさがある反面、実態との乖離がないか気をつけて見

ています。 

その他 

・定時制高校の教育も地域にとってなくてはならないものであると感じる。 

・次年度も文化祭や発表会等に出向き、活動の様子を見させていただきたいと思います。 

・地域の生徒数ＮＯ．１の学校らしく、学生にプライドを持って頑張ってほしい。 

・中学生が「この学校でこれがやりたい」というはっきりした目的を持って入学してきている

ことは素晴らしいと感じる。 

・生徒たちのこれからの人生に対して、選択肢を増やし、常に最適な選択（決断）ができるよ

うにするために、多くの学びと体験が得られる高校生活であることを願っています。 

 


